
  1◆鋏
とカッ

ターが
即興性

を生み
出す。

  2◇ポ
ジがあ

ればネ
ガがあ

る。

  3◇切
り取っ

た形と
ともに

捨てら
れてい

く形に
も注意

を

  4◇定
形崩し

によっ
て新し

い意味
が生ま

れる

  5◆あ
るいは

本歌取

  6◇模
写の楽

しみ

  7◆底
なしの

沼のよ
うな作

業とど
う付き

合うの
か

  8■平
面そし

て立体
的に考

える

  9□色
味は物

質

10■二
倍楽し

む方法
を考え

る

11◆視
覚的感

動の第
一発見

者は作
者

12◇バ
リエー

ション
という

世界

13◇量
が質を

凌駕す
る

14◆べ
らぼう

である
ことあ

るいは
荒唐無

稽

15◆模
造、変

造、捏
造のス

スメ

16◎材
料のス

トック
のある

教室か
ら

17●機
材も揃

えて

18◎で
きれば

専用で
きる教

室で

19◎大
きめの

作業用
の机で

20●用
紙、用

具を揃
えてお

く

21◇素
材の収

集から

22◆フ
ィール

ドワー
クから

学ぶこ
と

23◇は
じめは

恣意的
にはじ

めて

24◇エ
スキス

を重ね
る

25◇フ
ィニッ

シュ用
の用具

を使わ
ずに

26◇素
材、描

画用具
を変え

てのエ
スキス

◆鋏とカッターが即興
性を生み出す

◆◇ポジ
があ
れば
ネガ
があ
る◇

◇切り取った形とともに捨てられていく形にも注意を
◇

◇定
形
崩
し
に
よ
っ
て
新
し
い
意
味
が
生
ま
れ
る
◇

◆あるいは本歌取◆
◇模写の楽しみ◇

◆底な
しの
沼の
よう
な作
業と
どう
付き
合う
のか

◆

■平面そして立体的に
考える■
□色味は物質□

■二倍楽しむ方法を考える■

◆視覚的感動の
第一発見者は

作者◆

◇バリエ
ーショ

ンとい
う世界

◇

◇量
が質
を凌
駕す
る
◇

◆べらぼうであることあるいは荒唐無稽◆

◆模造、変造、捏造のススメ◆

◎材料のストックのある教室から◎

●機
材も
揃え
て●

◎できれば専用できる教室で◎

◎大
き
め
の作業用

の机
で
◎

●用
紙、
用具
を揃
えて
おく
●

◇素
材
の
収
集
か
ら
◇

◆フィー
ルドワ

ークか
ら学ぶ

こと
◆

◇はじ
めは
恣意
的に
はじ
めて

◇

◇エ
スキ
スを
重ね
る
◇

◇フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
用
の
用
具
を
使
わ
ず
に
◇

◇
素
材
、
描
画
用
具
を
変
え
て
の
エ
ス
キ
ス
◇

多
く
の
人
々
に
視
覚
的
感
動を

与え
よう
！
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